
とくしま食育推進研究会

平成１８年に設立された食育ボランティアグループです。 現在の会員数は１５名で、管理栄養士を中心に徳島

県内の幼稚園や保育園（所）で「楽しい食育」活動を進めており、岡山県、島根県、兵庫県など活動の範囲は広ま
りつつあります。その取組により、平成２１年度「食育推進ボランティア表彰」を受賞されました。

■ 名称 とくしま食育推進研究会
■ 所在地 徳島市上八万町西山１３６８
■ 代表者名 野間 智子
■ 電話 ０８８－６４４－３１８１
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団体の概要
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■ HPアドレス http://tssk2007.okoshi‐yasu.com/
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食育活動の概要

徳島県

活動の動機・目的

徳島県では、平成５年から平成１８年まで「糖尿病死亡率全国ワースト１位」を記録し
ており、「糖尿病対策」は徳島県の最も重要な健康課題のひとつとなっています。とくし
ま食育推進研究会では、生活習慣病を予防するためには、幼児期からの食育が必要である
ことから、幼稚園や保育園（所）で子どもやその保護者を対象として食育活動に取り組ん
でいます。

活動の概要

幼児が楽しみながら理解できるよう独自に開発した、「手コマ式食育プログラム」や
「ホネホネダンス」を活用し、楽しみながら食育の知識を身につけてもらおうと、徳島県
内の幼稚園や保育所、最近では高齢者の方に対しても普及活動をしています。
まずはじめに、身近な飲み物に砂糖（スティックシュガーに換算）がどのくらい入って

でいます。

ず に、身近な飲み物に砂糖（ ィッ に換算） くら 入
いるのかを、クイズ形式で子ども達に答えてもらっています。次に、「手コマ式食育プロ
グラム」です。手の形をした大きなボードと食材や
料理のカードを使い、バランス良く食べることの大切さ
を教えています。最後に食育ダンス、童謡「かえるの合
唱」の替え歌に合わせた「ホネホネダンス」をみんなで
元気に踊っています。

☆お父さん指・・（親指：ごはん・パン） 一番力持ち、食べると力がもりもり出る
☆お母さん指・・（人差し指：野菜）いつもみんなの事を気にしてくれる、体の調

子を整えてくれる
☆お兄さん指・・（中指：肉・魚・卵）一番背が高い、食べると体を大きくしてくれる
☆お姉さん指・・（薬指：果物）肌がすべすべになる
☆赤ちゃん指・・（小指：牛乳・ヨーグルト・チーズ）赤ちゃんの好きなミルクは骨を

丈夫にするカルシウムたっぷり
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これまでの成果・課題

食育プログラムによる指導で 保護者や幼児共に「食」に対する意識の向上が見受けられ

今後の構想

食育プログラムによる指導で、保護者や幼児共に「食」に対する意識の向上が見受けられ、
「食事バランス」を重視する傾向が強まり、お弁当が栄養バランスを考えたカラフルなものに
なるなど、食生活の改善が見受けられるようになっています。
幼稚園や保育園（所）では、栄養バランスを三色分類で教えているところがあります。その

場合でも工夫することにより、食事バランスガイドを活用した、手コマ式で教えています。

今後の構想

久世第 保育園及び真庭市 活動 様子（平成23年11月2日）

聾学校などの支援学校において食育のニーズが高まってきており、健常児と同様に「食育」
の普及啓発が必要と感じています。聾学校では手話を交えての指導を予定しており、このよう
な活動をもっと広めていきたいと思っています。

久世第二保育園及び真庭市での活動の様子（平成23年11月2日）

真庭市保育園連絡協議会の公開保育の一環として、久世第二保育園で子ども達
への食育活動の後、真庭市内の保育士・栄養士及び調理師（約４０名）を対象
とした食育研修会で講演を行いました。

好き嫌いしないで、 午後からの講演の様子好き嫌いしないで、
バランス良くたべよ
うね～

午後からの講演の様子

乳幼児期の望ましい食生活は重要で、５歳までの子どもを
預かる私たちの責任は重いと感じています。

これは、何
の指かな？

砂糖の量
はどのく
らいか
な？

代表者の思い

預
今日は、手コマ式を作った方々に来てもらい、クイズやダ
ンスなどをしていただきました。子ども達も大変喜んでい
ます。 （by 久世第二保育園園長）

クイズは大変盛り上がりました！

「手コマ式食育プログラム」や「ホネホネダンス」を実際に行い、子ども達の
反応に非常に手応えを感じており、食育を通して「生きる力」を育てることがで
きると思っています。食育の取組は、一度で終わってしまうのではなくて、継続
性が重要です。今後とも、「来るもの拒まず」の精神で、メンバー全員で普及活
動を頑張ってまいりたいと思っています。

代表 野間さん（写真中央）


